
平成14年度税制改正大綱(抄)

第三検討事項

2 今後の税制における消費税の重要性にかんがみ、制度に対する国民の信頼を高

める観点から、今後、消費税全体の見直しを行う際に、納税者の事務負担にも配

慮しつつ、中小特例措置、インボイス方式、申告納付制度のあり方などについて

検討を行うとともに、消費者の便宜を図る観点から、総額表示の普及に取り組む
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